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赤
い
鉄
橋
の
絵
が
見
た
く

て
、
熊
本
市
現
代
美
術
館
で

開
か
れ
て
い
る
「
シ
ス
コ
・

パ
ラ
ダ
イ
ス
」
展
を
訪
れ
た
。

会
場
で
は
、
本
紙
連
載
「
塔

本
シ
ス
コ
展

幸
せ
メ
モ
リ

ー
ズ
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
、

あ
ふ
れ
る
色
の
洪
水
「
シ
ス

コ
・
ワ
ー
ル
ド
」
に
の
み
込

ま
れ
た
。

絵
は
宇
城
市
松
橋
町
で

の
、
何
げ
な
い
普
段
の
生

活
を
描
い
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
な
ぜ
か
私
が
生
ま
れ
育

:
子
方
∴
∵
′
、

っ
た
玉
名
の
原
風
景
に
も

通
ず
る
も
の
で
、
心
が
温
か

く
な
り
、
今
の
平
和
を
感

じ
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。

「
ふ
る
さ
と
の
海
」
に
描

か
れ
て
い
る
「
赤
い
鉄
橋
」

と
は
、
昨
年
6
月
、
私
た
ち

の
団
体
で
調
査
し
た
松
橋
空

襲
の
痕
跡
が
残
る
戦
争
遺
跡

「
永
代
鉄
橋
」
、
で
あ
る
。
絵

に
は
た
く
さ
ん
の
シ
オ
マ
ネ

羊
と
、
赤
い
鉄
橋
や
蒸
気
機

関
車
、
網
を
上
げ
る
人
物
も

描
か
れ
、
空
襲
剛
の
穏
や
か

な
日
常
を
切
り
取
っ
た
平
和

な
世
界
だ
っ
た
。

一
方
、
調
査
で
は
、
空
襲
)

を
リ
ア
ル
に
描
写
し
た
地
元

の
夏
目
信
弘
さ
ん
作
の
絵
に
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も
出
合
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

松
橋
駅
舎
内
で
肉
片
が
飛
び

散
る
惨
劇
、
今
も
永
代
鉄
橋

左
岸
橋
台
の
横
に
残
る
、
大

き
く
え
ぐ
ら
れ
た
爆
弾
の
痕

跡
、
ワ
シ
の
よ
う
に
空
を
舞

う
爆
撃
機
が
描
か
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
絵
は
、
い
ま

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
戦
争
映
像
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。

∵

こ
れ
ま
で
県
内
外
で
戦
争

も
実
相
を
調
査
し
、
語
り
継

ぐ
活
動
を
進
め
て
い
る

と
し
て
、
今
回
の
ウ
ク

ナ
侵
攻
、
特
に
核
施
設
へ
の

攻
撃
に
は
、
大
き
な
衝
撃
で

無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ
る
一
。

今
、
自
分
に
で
き
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
に
取
り
組
み
、
7
 
7

年
前
の
悲
惨
な
戦
争
の
姿
を

知
る
調
査
を
さ
ら
に
造
築

語
り
継
ぎ
た
い
。
シ
ス
コ
砂

絵
に
描
か
れ
た
幸
せ
な
町
任

が
盲
も
早
く
戻
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。
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